
広島市の感染状況の推移と 

今後の取組について 

2021年1月15日（金） 



新型コロナウイルス感染症における取組の効果発現の考え方 

本日の「行動」が、2週間以後に「結果」となって現れる 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000606000.pdf 

出典：新型コロナウイルス感染症対策専門家会議 「新型コロナウイルス感染症対策の見解」 2020年3月9日 

今日 2週間前 2週間後 

行 

動 

結 

果 

行 

動 

結 

果 

1月17日までの酒類提供飲食店の営業時間短縮の効果は1月いっぱいまでは続くと予想 
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12月12日（土） 
集中対策開始  

12月26日（土） 

44.2人/10万人・1週間 

をピークに減少開始  

2週間経過 

1月15日（金） 

17.8人/10万人・1週間 

人 

感染状況の現状分析 
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12月26日（土） 

44.2人/10万人・1週間 

1月3日（日） 

29.4人/10万人・1週間 

1月15日（金） 

17.8人/10万人・1週間 

12月12日開始の酒類提供飲食店の営業時間短縮の効果が現れ始めている 
感染状況の現状分析 

継続的に減少出来るか?! 



「1人の感染者が平均して何人に感染
させるか」を示す指標 

この数字が高いほど感染が急速に拡大
していることを意味する 

12月12日開始の酒類提供飲食店の営業時間短縮の効果が現れ始めている 
実効再生産数とは 

実行再生産数が1未満の期間が続けば 

「感染が収束しつつある」といえる 
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1月11日（月） 

実効再生産数 0.99 

1月3日（日） 

実効再生産数 0.77 

12月26日（土） 

 実効再生産数 1.11 

1月15日（金） 

実効再生産数 0.68 

1を下回っているが 
油断できない状況 

実効再生産数の推移 
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感染者の年代別割合 R3.1.6現在 

区分 人数 

0～19歳 23 

20歳代 34 

30歳代 33 

40歳代 43 

50歳代 39 

60歳代 36 

70歳以上 71 

●1/1～1/6 
 2285～2563例目 

279例 



19歳以下 

12% 

20歳代 

15% 

30歳代 

13% 

40歳代 

14% 

50歳代 

14% 

60歳代 

8% 

70歳以上 

24% 

感染者の年代別割合 R3.1.13現在 

区分 人数 

0～19歳 35 

20歳代 46 

30歳代 41 

40歳代 44 

50歳代 44 

60歳代 24 

70歳以上 73 

●1/7～1/13 
 2564～2870例目 

307例 



●1/1-1/6     広島市2285－2563例目(判明142例) 

家庭内 
44％ 

飲食店 
（接待を伴う） 

5 ％ 

会食 
13％ 

職場 
10％ 

その他 
4％ 

●1/7-1/13    広島市2564－2870例目(判明195例) 

職場 
14％ 

施設 
13％ 

医療 
関係 
11％ 

家庭内 
55％ 

施設 
８％ 

会食 
11％ 

医療 
関係 
8％ 

飲食店 
（接待を伴う） 

2 ％ 

その他 

2％ 

推定感染経路 R3.1.13現在 



家庭内感染からの感染の拡がり 

親族で会食 

小学生 

小学校 

利用者 

介護事業所 

利用者 

従事者 

従事者 

高齢者施設 

利用者 

利用者 



広島市のクラスター発生状況 

発生場所 件数 

 施設 
  (高齢者施設、社会福祉施設、介護事業所) 

11 

 接待を伴う飲食店 8 

 事業所、作業現場 ７ 

 医療機関 5 

 会食 5  

 イベント、演劇 3 

 飲食店 2 

 学校 1 

 計 42 

R3.1.15現在 



患者の療養状況 R3.1.14現在 

入院 宿泊 施設 自宅 患者総数 

147 179 45 96 467 

（人） 



中等症者・重症者数 R3.1.11現在 

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 
80歳 
以上 

計 

中等症 5 
(4) 

6 
(4) 

6 
(7) 

18 
(14) 

16 
(13) 

51 
(42) 

重 症 2 
(1) 

4 
(2) 

2 
(1) 

5 
(3) 

0 
(0) 

13 
(7) 

（人） 

(    )内は１月５日時点の人数 



再び感染の急拡大が 

起こる可能性があり 

いまだ予断を許さない 

状況が続いています 



 緊急事態宣言の対象となってい

る都府県への往来を自粛する

（仕事や受験などは除く） 

 他の地域については、感染拡大

など様々な情報を確認し、往来

を控えることを基本とする 

市民の皆様へのお願い 



 外出機会を削減し、人と人と

の接触機会を減らす 

 マスクの着用や手洗い、３密

の回避など基本となる感染対

策の徹底を図り、職場や家庭

内での感染を減らす 

市民の皆様へのお願い 
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広島市が目指したい未来 

避けたい 
未来 

1月18日（月） 
第2次集中対策開始  

2月1日（月） 
第2次集中対策の 
効果が出始める 

目指したい 
未来 

新規感染者をステージⅡ（15人
未満/10万人・1週間）のレベル以下
の水準に安定的に引き下げる 

2週間経過 ステージ４ 

ステージ3 

ステージ2 

人口10万人あたりの1週間の新規陽性者数 



市民の皆様の協力によって 

感染が収まった未来を 

皆様とともに実現していきたい！ 

一人一人が行動様式を変えていく 


